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[bookmark: _Toc162071899]アールヌーボーと第9の芸術の出会い
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)時は1903年。織物卸売り業者であったシャルル・ウォック（Charles Waucquez）は、活気溢れるブリュッセルのサブレ通りに新しい百貨店をオープンすることにしました。その設計には、アールヌーボーの巨匠ヴィクトル・オルタ（Victor Horta）が起用されました。この建物がアールヌーボーの特色 −鉄やガラスといった新素材の使用、ふんだんな太陽光の取り込み、魅惑的でエレガントな曲線 −をあますところなく見せているのはそのためです。
[image: Photo 013]オルタが百貨店の設計図に取り組んでいる頃、海の向こうではウィンザー・マッケイ（Winsor McCay）が漫画『リトル・ニモ』（Little Nemo） をニューヨークの新聞のために制作していました。これはただ漫画がアールヌーボーと同時期に姿を現したというだけのことではありません。なんとマッケイもまたオルタに似た幻想的なスタイルで絵を描いていたのです。
百貨店が閉鎖され徐々に衰退の一途を辿っていった後、アールヌーボーと第9の芸術はベルギー漫画センターの設立を機に再会するに至りました。アールヌーボーについては1階、階段右側にある部屋で詳しい情報を閲覧することができます。
ベルギー漫画センターでは、ベルギー漫画の先駆者たちを網羅し紹介している『イマジネーションの展示室』を通じて、漫画とアニメの制作風景をご覧いただけます。また『現代漫画の展示室』では、近年の漫画刊行物について紹介しています。より詳しい情報については1階の図書館にお立ち寄り下さい。さらに当センターでは、漫画に関連した多岐に渡るテーマおよび作家についての展覧会が定期的に開催されています。
[bookmark: _Toc162071900]漫画の誕生
（La Naissance d'une bande dessinée – Bij de wieg van een strip ）
1階受付後方、デスクに向かって右側
20世紀の夜明けとともに誕生した漫画は、芸術産業界においてその発展を遂げてきました。絶えず高まる読者の要求に応えるため、漫画家はまるで企業経営者のごとく、原作者、背景デザイナー、彩色家、書体デザイナーといった専門家たちに協同制作を呼びかけるようになりました。
[image: image50.jpg]印刷所においても漫画は、校正者、写真技術者、レタッチおよび編集の専門家、写真凸版や印刷の技術者、そして製本技術者らによる慎重な取り扱いを受けています。
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)舞台裏では商業分野の担当者たちが、地域的・国際的な規模での漫画の配給を請け負っています。
[bookmark: _Toc162071901]1．原作者
まず最初にありきは新鮮で面白いアイデア −いつも容易に見つかるわけではありませんが− です。原作者はこのアイデアを練り上げ、あらすじとして簡潔に要約します。ここにはストーリーの大まかな流れと登場人物について書かれます。出版者と漫画家の承諾を得た後、この原案は漫画の原稿一枚一枚を想定したものに書き直されます。ここで漫画の各ページでの設定、出来事、セリフが決定されます。
漫画のカットは映画のカットと同様のものです。例えば背景よりも人物が重要であるときは、全景のパノラマ画面を用いず、人物をクローズアップすることでそれを表現します。
[bookmark: _Toc162071902]2．漫画家
漫画家はストーリーのディレクターです。登場人物や背景を様々にスケッチし、漫画全ページのレイアウトを決定します。それから鉛筆で下描きを行います。
画紙での本作業の始まりです。セリフとテキストが吹き出しの中に収められます。漫画家自身あるいはペン入れ作業の担当者が、最終的なペン入れを、ペンまたは筆を使って行います。
[bookmark: _Toc162071903]3．文字入れ担当者と彩色家
[image: Photo 074]文字入れ担当者はテキスト、セリフ、効果音を描き、それにペンを入れます。まず青の鉛筆またはフェルトペン、黒の鉛筆などで下描きし、その後に黒のドローイングペンかトレーサーペンでペン入れします。
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)彩色家は線画を印刷サイズで転写したフィルム版（線画と、セリフのない吹き出しを印刷したモノクロフィルム）上で作業します。このフィルム版は青焼きと呼ばれるものです。また漫画原稿に直接彩色することもあります。彩色には水彩絵の具、カラーインク、ポスターカラーがよく使用されます。
[bookmark: _Toc162071904]4．その他の方法
昔ながらの漫画に混じって、実験的な作品が増え続けています。この潮流の中では、漫画の媒体（紙の好みは人によって千差万別）、画材（フェルトペン、パステル、ボールペン、色鉛筆など。削ったマッチ棒を使う漫画家も）、また彩色テクニック（エアブラシやコンピュータでの彩色なども）等が見直されています。
[bookmark: _Toc162071905]5．印刷
4色印刷では、まず線画がモノクロのフィルム版に印刷サイズで焼き付けられます。テキストは別のフィルム版にのせられます。青焼き上の彩色をもとに色解析が行われ、全ての色がシアン、マゼンタ、イエローに分解されます。レタッチ専門家が修正を施し、編集技術者がそれぞれの版（それぞれの色）を透明の編集フィルム上の正しい位置に割り当て、試し刷りをしてその正確さがチェックされます。その後編集フィルムは写真凸版技術によって金属版（平面印刷用）または円筒形の印刷版（輪転印刷用）に転写されます。印刷は16ページまたは32ページ単位で行われます。表紙はニス塗料またはプラスチック層で保護されます。
[bookmark: _Toc162071906]6．そして…
どんな漫画が読者を集める傾向にあるか市場調査が行われ、作家とその作品を売り込むための宣伝がなされます。国内出版物への作品掲載が手配され、また他言語圏の出版社と翻訳出版権の契約が交わされることもあります。漫画の登場人物がすでに広く知られている場合には、様々な形でそのキャラクター商品が市場に出されます。
[bookmark: _Toc162071907]7．出版者
漫画界の中心にいるのは出版者です。出版者には原作者、漫画家、経営者、技術者、宣伝担当者らの仕事意欲を維持向上させるという仕事があります。しかし多くの場合出版者は、作家との応対をそのエージェントか編集長に任せます。
[bookmark: _Toc162071908]
サン・ロックの空間
（Espace Saint Roch）
ギャラリーに向かって右側に進む
漫画の原画がこともなげにゴミ箱に捨てられていたのは、そう遠い過去のことではありません。当センターでは原画の保管だけではなく、展示も行っています。
ベルギー漫画センターには現在、たくさんの作家から寄与されたまたは貸与されている約7000の原画が保管されています。これら当センター独自のコレクションは、漫画家の作業を実際に目にする機会を来館者に提供するものです。原画は長時間日の光に晒されることを良しとしないため、常時約200の原画が交互に、太陽光の照射が弱い場所に展示されています。
 (
©
)[image: Photo 064]この展示方法によって、広範囲に渡る作家と漫画シリーズの紹介が可能になっているのです。


[bookmark: _Toc162071909]イマジネーションの展示室
（Le musée de L'Imaginaire – Het Uitstalraam van de Verbeelding）
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)3階の「pit」後方から進み、右側2番目の階段手前
エルジェ（Hergé）








[bookmark: _Toc162071910][image: Photo 005]誰でもないタンタン（Tintin）
タンタンの顔のつくりはいたってシンプルです。ほとんど無表情であるとさえ言えます。この特徴のなさが、読者が彼に感情移入するのに理想的なのです。
[bookmark: _Toc162071911]誰でもあるタンタン
状況に応じて、タンタンは若者にも年配者にも変身します。スカンジナビアの人、地中海地方の人、アフリカの人、それにアジアの人になりすますこともできます。彼は自由自在なキャラクターなのです。誰にでもなりえるタンタンは、あなたでもあるのです。
[bookmark: _Toc162071912]何でもできるタンタン
タンタンは若さ、活力、勇気、そして誠実さの象徴です。彼は立ち向かうところ全てに成功を収める、大胆不敵な若者です。読者はいつも安心して彼の冒険に自分の身を置くことができます。
[bookmark: _Toc162071913]千の顔を持つハドック（Haddock）
タンタンの無表情さとは対照的に、ハドック船長は感情の渦そのものです。彼が感情の火山噴火であることは、その顔と体全体の表情から見て取れます。彼はタンタンの補完的存在なのです。
[bookmark: _Toc162071914]英雄スノーウィー（Snowy）
この愉快な脇役といった風貌の犬の「家来」こそ、実のところ本物のヒーロー。土壇場で勝利をもたらすのは、ほとんどいつも、彼なのです。
[bookmark: _Toc162071915][image: Photo 060]光を操るビーカー教授（Calculus）
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)ビーカー博士はしばしばタンタンの冒険を始動させる発火点となります。彼の発明品が若きリポーターを世界旅行に発たせるのです。ビーカー博士はタンタンとハドックとともに、完璧なトライアングルを形成しています。
[bookmark: _Toc162071916]おいかけっこ
登場人物たちが泥棒や、隕石や月を追いかけているときにも、エルジェの脚本は終始一貫して直線的なものです。この点においてエルジェはヒッチコックと同じ流儀の作家です。
[bookmark: _Toc162071917]サスペンス性
シンプルなおいかけっこにスパイスを添えるのは、迫力ある場面展開です。タンタンはよく連載の最後の一コマで「居心地の悪い」状況に置かれます。読者はハラハラしながら一週間を待つことになります。「彼は困難を切り抜けられるのだろうか」ではなく、「彼は困難をどう切り抜けるのだろうか」と思いをめぐらせながら。
[bookmark: _Toc162071918]ちょっとひといき
読者を飽きさせないためのもうひとつのトリックは、ストーリー展開速度の変速です。おいかけっこの合間に、ほっと一息つけるような場面がたくさんちりばめられています。デュポンとデュボン（Thomsons）が、この楽しいひとときをもたらす役割を担っています。
[bookmark: _Toc162071919]ただの作り話ではない
ストーリーに関連する事物の下調べと写実的な細部描写が、虚構に現実性を帯びさせています。現実に起こった出来事と想像上の出来事とを融合させることで、エルジェは時折彼自身の世界観を呈示するのです。
[bookmark: _Toc162071920]タンタンファミリーのネットワーク
おいかけっこといった直線的なストーリーを作り続ける中、エルジェはタンタンの冒険を物語る手法に工夫をこらしてきました。そこから生まれたのが「タンタンファミリー」です。世界の色んな場所でのこれらキャラクターとの思いがけない遭遇が、ストーリーに新しい刺激を与えます。
[bookmark: _Toc162071921]タンタン以前のエルジェ
タンタンを生み出す以前から、エルジェはグラフィックアーティストとして活躍していました。タンタン以後も彼はグラフィックデザイナー及びイラストレーターとしてのキャリアを続けました。
	[bookmark: _Toc162071922]エルジェ（Hergé）1907-1983
1907	5月22日、ブリュッセルの貧しい一家にジョルジュ・レミ（George Remi） 生まれる。
1924	デッサンにエルジェ（RG）の名でサイン。自分の名前の頭文字を逆に読むようもじったもの。
1925	神父ノルベール・ワレ（Norbert Wallez）によって運営されていた日刊紙Le XXe Sièleの購読予約部に職を得る。
1928	Le XXe Sièleのこども向け付録紙Le Petit XXeの立ち上げ担当に。第1号11月1日に発行。
1929	1月10日、Le XXe Sièle紙上でタンタンとスノーウィーが誕生。
1930	クックとプッケ（Quick et Flupke）制作。Le Petit XXeにて連載。
1932	ワレの秘書であったジャーメイン・キケンズ（Germaine Kieckens）と結婚。
1934	『青い蓮』（The Blue Lotus）制作と中国人留学生チャン（Tchang）との出会いをきっかけに、紋切り型のキャラクター設定をしないことと、取り扱う事件の徹底的な下調べの必要性を実感。漫画が単なる遊びである時代が終わる。キャスターマン出版社（Casterman）が『タンタンの冒険物語』（The Adventure of Tintin）アルバムの出版を開始。
1935	仏週刊誌Coeurs Vaillantsにおいてジョー、ゼッテ、ジョッコ（Jo, Zette et Jocko）誕生。
1940	ドイツ軍のベルギー侵攻によりLe XXe Sièle廃刊。エルジェ、ドイツ進駐軍による厳しい取り締まりを受けていたLe Soir紙で掲載を続行。
1942	キャスターマン社の依頼によりこれまでのタンタン物語を64頁のフルカラー規格本のために改作。
1946	9月26日、出版者レイモンド・ルブラン（Raymond Leblanc）が『タンタン・マガジン』（The Tintin Magazin）の出版を開始。
1950	エルジェ、『月世界探検』（Men on the Moon）制作のためエルジェスタジオ（Studios Hergé）を設立。
1958	個人的な難局を体験。『タンタンチベットをいく』（Tintin in Tibet）にその影響がみられる。この作品は忠義についての物語として読むことができる。
1960	仕事のペースを落とす。モダンアートに目覚め、その情熱を絵画と彼の新しい伴侶ファニー・フラミンク（Fanny Vlaminck）との世界旅行に注ぐ。
1977	5月20日、ジョルジュ・レミ、ファニー・フラミンクとブリュッセルのウクレ地区で結婚。
1983	3月3日、エルジェことジョルジュ・レミ、ブリュッセルで死去。



[bookmark: _Toc162071923]
ジジェ(Jijé)
本名ジョセフ・ジラン(Joseph Gillain)
1914 ジェディンヌ(Gedinne)− 1980 ベルサイユ(Versaille)
画家、彫刻家、版画家、発明家…ジジェはベルギーとフランスの漫画家を合わせた中でも、最も多彩な顔を持つ作家です。そのおびただしい数の漫画シリーズの他に、多くの新進作家たち − フランカン、モリス(Morris)、ウィル(Will)、パープ(Paape)、メジエール(Mezière)、メビウス (GirMoebius)らを熱心に指導育成したことでも有名です。彼自身が生み出したキャラクターを後輩の漫画家に譲り与えることもありました。
風刺漫画 (『ブロンダンとシラージュ』 Blondin et Cirage や Commisaire Major) からレアリズム漫画 (『ジェリー・スプリング』Jerry Spring、 Jean Valhardi、 『聖ドン・ボスコ』Don Bosco、 Tanguy et Laverdure など)まで、ジジェは次々と新しいヒーローを生み出し、スタイルやテーマを変幻自在に操りました。
[bookmark: _Toc162071924]JojoとBecassine
タンタンの Le XXe Siècle 録紙での成功は他のカトリック系新聞の刺激となりました。1936年、ジジェはバプティスト派学生のための定期刊行物Le Croiséの編集者から、彼らのための『タンタン』を創作するよう依頼されました。これがLes Aventures de Jojoの始まりです。ジジェは、タンタンとの類似を避けるため(と、ジジェは後に語っています)ジョジョの鼻をとがったように描きましたが、後にエルジェ事務所から抗議の手紙を受け取っています。
[bookmark: _Toc162071925]ブロンダンとシラージュ
1939年、Le Croisèと同種の新聞が、ジジェ漫画の掲載を開始しました。Averbode Abbey出版のZonnelandです。ここにブロンダンとシラージュというデュオが誕生しました。この漫画にはその頃当然であった人種差別的要素が全くありません。ジジェは当時の固定観念を打ち破り、黒人シラージュに「黒人言語」を使わせず、彼の友人である白人ブロンダンと対等に渡り合わせました。
同年、ジジェはドローイング数枚を、漫画雑誌『スピルー』を発行開始したばかりのマルシネル(Marcinelle、シャルルロワ近郊の町)の出版者に送りました。それが『スピルー』の代表者シャルル・デュピュイ(Charles Dupuis)の目にとまり、Freddy Fred とTrinet et Trinetteの連載が始まる運びとなりました。1940年春、ドイツ軍がオランダ、ベルギーそしてフランス北部に侵攻しましたが、このマルシネルの出版者は『スピルー』の発行再開に必要な許可を得ることに成功しました。漫画家ロヴェル(Rob-Vel)が『スピルー』冒険シリーズの執筆を続行できなくなったため、ジジェがそれを引き継ぐことになりました。その後間もなく、ジジェは『スピルー』のトップアーティストの座につくことになります。
[bookmark: _Toc162071926]Jean ValhardiとJacquot
JeanValhardiはジジェ初のレアリズム漫画シリーズです。この鋼の精神を持つ探偵の物語初期に Jacquot が登場します。これはジジェが初めて原作者と共同制作した作品です。またエアブラシの使用が試みられた最初の作品でもあり、非常に重要です。
[bookmark: _Toc162071927]VirginとMartyrs
ジジェがカトリック系漫画を多く手がけたのには理由があります。彼に美術教育を授けたのはカトリック信者アンリ・バルタザール(Henri Balthasar)で、彼はジジェに漫画が若者のキリスト教化のツールになり得ると説いていました。1941年から1942年にかけて『スピルー』誌上で連載されたモノクロ漫画『聖ドン・ボスコ』もそういった作品のひとつであり、大成功を収めました。
[bookmark: _Toc162071928]Jerry spring とPancho
「そんなに上手く馬の絵が描けるのなら『スピルー』にカウボーイ漫画を連載するべきだ」とジジェに勧めたのは出版者ポール・デュピュイ(Paul Dupuis)でした。そうして1954年、『ジェリー・スプリング』は日の目を見ることになります。連載は1977年まで続きました。
[bookmark: _Toc162071929]
『スピルー』(Spirou)
ロヴェル、ジジェ、シリウス(Sirius)ら先人の足跡を辿り、150人の漫画家と25人の原作者がベルギーで最も歴史ある漫画雑誌『スピルー』でデビュー、そのキャリアを築きました。このいわゆるマルシネル派(印刷所の所在地からの命名)のメンバーであるブリュッセルのベテランたち — フランカン、モリス、ペヨ(Peyo)、パープ、ウィル、ティリュー(Tillieux)、ローバ(Roba)は、第9の芸術の発展に多大な影響を及ぼしました。
[bookmark: _Toc162071930]レアリズム漫画: 1950-1975
1938年以後の『スピルー』の立て役者は50〜60パーセントの掲載作品に関わっていたジャン・ドワジ(Jean Doisy)で、彼はヴィクトル・ウビノン(Victor Hubinon)、エディー・パープ(Eddy Paape)、ディノ・アタナシオ(Dino Attanasio)、ジェラール・フォルトン(Gérald Forton)、ミタック(Mitacq)他多数の作家と共に冒険ものや伝記もの、L'Oncle Paulなどを生み出しました。同時期、4人の新進作家(フランカン、モリス、ウィル、ペヨ)がインスピレーションの源を笑いの中に求め始めていました。後者の影響は大きく、やがてドワジの『スピルー』内での活躍の場が減ってゆきます。
[bookmark: _Toc162071931]ユーモア漫画: 1955-1980
1955年から1968年まで編集長を務めたイヴァン・デルポルト(Yvan Delporte)は、『スピルー』におけるユーモア漫画の発展に力を注ぎました。昔からの「レアリズム」作家たちの連載は存続させましたが、新しいシリーズが発表されることはもはやありませんでした。出版者ポール・デュピュイが望んだのは、高品質でかつ大衆受けする漫画作品の新風を『スピルー』に吹き込むことでした。
[bookmark: _Toc162071932][bookmark: _Toc162071933] (
©
)[image: Photo 109]
新たな進展: 1970 -
漫画はあらゆる方向に展開してきました。ユーモアと冒険もののミックス、一時は下火となったヒロインものの復活、「漫画意識」の高まった読者との駆け引き、タブーや伝統からの脱却…。全てのものが問い直されている時代です。

[bookmark: _Toc162071934]E.P.ヤコブズ (Jacobs)
本名エドガー＝ピエール・ヤコブズ (Edgar-Pierre Jacobs)
1904 ブリュッセル − 1987
演劇人、詩人、画家、そしてグラフィックアーティストでもあったヤコブズの漫画家としての最初の作品は『ブレイクとモーティマー』(Blake and Mortimer)で、1946年9月26日発行の『タンタン』創刊号から連載が開始されました。第9の芸術にハイパーレアリズムを持ち込んだのは彼で、異なるジャンル(ＳＦ、ファンタジー、犯罪ものなど)の自然な組み合わせ方と劇的効果を持つ色使いで、彼はそれまでの漫画史にはなかった演劇的世界を紙上に創造することに成功しました。作品数は少ないながらも(単行本11冊)そのカリスマ性によって、彼はヨーロッパ漫画界の主要人物のひとりとなったのでした。
[bookmark: _Toc162071935]漫画デビュー
ヤコブズが『ブラボー』(Bravo)誌上で漫画家としてデビューしたのは1941年のことでした。アメリカの参戦によってアレックス・レイモンド(Alex Raymond)の『フラッシュ・ゴードン』(Flash Gordon)がベルギーまで届けられなくなったとき、ヤコブズがそのシリーズの続きを執筆することになりました。
それから間もなくナチスの検閲によって漫画本が発禁となり、彼は『フラッシュ・ゴードン』の最終回を1ページに収めなくてはならなくなりました。レイモンドのキャラクターを存続させるため、ヤコブズは新しいシリーズを生み出すことを余儀なくされました。それがLe Rayon "U" です。これが後の『ブレイクとモーティマー』の前身となったのでした。
[bookmark: _Toc162071936]写実性
ヤコブズは、作品制作ために下調べを行い、メモ、写真、スケッチ等の資料を活用した最初の漫画家です。これらの資料は『ブレイクとモーティマー』の持つ写実性に必要不可欠なものでした。地図、設計図、図表、新聞の切り抜きなどが作品中に多用されました。
[bookmark: _Toc162071937]演劇性
ストーリーの写実性を確立させてすぐ、ヤコブズはそのスタイルを演劇的なものにがらりと転向させ読者を驚かせました。この成功は作者がレアリズムに忠実な描写法によって築き上げた「真実味」によってもたらされたものです。ヤコブズのハイパーレアリズムはファンタジーに不可欠なものだったのです。

[bookmark: _Toc162071938]定期刊行物
新聞・雑誌は、いつの時代にも新しい表現手段を開拓することに努めてきました。読者を漫画に惹きつけておくため、毎回のストーリーの終わりに緊迫感のある展開を持ってくるというようなテクニックを用いてきました。
[bookmark: _Toc162071939]キリスト教系刊行物
現代漫画は前世紀のアメリカの新聞とその日曜版の中で生まれました。ベルギーでは1926年からキリスト教系プレスが、漫画を新聞のこども向け付録紙、ボーイスカウト団体の、または教育的性格を持った定期刊行物に掲載していました。
[bookmark: _Toc162071940]新聞
まもなく、新聞社が日刊紙やそのこども向け付録紙に漫画の掲載を始めるようになりました。その中には後にクラシック作品と呼ばれるようになったものもあります。この動向はフランダース全域に広がりました。ベルギーのフランス語圏では、Opera Mundi社配給の外国製漫画に読者が食傷気味になっている頃でした。
[bookmark: _Toc162071941]専門誌
漫画専門誌の世界ではこれとは逆の現象が起こっていました。フランス語刊行物が、その勢力を徐々にフランダースのマーケットに伸ばしていたのです。とはいえ、1936年の創刊号からオランダ語での刊行を続けていた『ブラボー』がフランス語版を発刊するのはやっと1940年に入ってからのことです。従って初のフランス語漫画雑誌は1938年創刊の『スピルー』ということになります。1946年には『タンタン・マガジン』が誕生します。さらに1978年には月刊誌A Suivre が創刊され、新しい世代の作家が外国に向けて紹介されるようになりました。A Suivreは『スピルー』と『タンタン』に続いて重要なベルギー漫画の発信源となりました。
[bookmark: _Toc162071942]その他の刊行物
一般情報誌、女性向け雑誌、娯楽・趣味の雑誌においても漫画シリーズが掲載されるようになりました。

[bookmark: _Toc162071943]ウィリー・ファンデルステーン(Willy Vandersteen)
1913 アントワープ ー 1990
ファンデルステーン作品は並外れて豊かで変化に富み、たくさんの新しい読者を獲得しました。その多くの作品が多くの版を重ねてきました。最も著名なシリーズ『ススカとウィスカ』(Suske en Wiske)は、1945年の誕生から3世代を経た今でも読者を惹きつけてやみません。この成功の鍵は、サスペンスとエンターテイメント、ユーモアとドラマ、笑いと涙…などのほどよい調和にあります。
[bookmark: _Toc162071944]初期
伝説によると幼少のウィリーは、彼が生まれたSeefhoekという町の道端で友達と遊ぶために騎士物語を作っていたそうです。彼のデビューは第二次世界大戦までさかのぼります。日刊新聞De Dagこども向け付録紙上のPudifar de Kater in Wonderland、『ブラボー』誌上でのSimbad de Zeerover、Franc Jeu掲載のFloche et Flache など駆け出しの頃の作品には、ウィリー漫画の特徴であるダイナミズムが、(まだためらいがちではあるものの)すでに見受けられます。1945年3月30日からは日刊紙De Nieuwe Standaardで、『リッキとウィスカの冒険』(De avonturen van Rikki en Wiske)が毎日二段のペースで連載されるようになりました。
[bookmark: _Toc162071945]『ススカとウィスカ』の大ヒット
1945年12月初旬のOp het Eiland Amorasで、リッキに代わってススカが登場するようになりました。ファンデルステーンは読者と毎日接触するということの強みを心得ていました。彼は時事問題を尽きることのないインスピレーションの源とし、それをユーモアとサスペンスとファンタジーで味付けしました。そのことが『ススカとウィスカ』の後の大成功に繋がったのです。『ススカとウィスカ』第1話にすでにその片鱗が見られます。Professor Barabas(Professor Barnabas)やLambik(Orville)をはじめとする多くの色彩豊かなキャラクターの登場も、作品の成功に貢献しました。
[bookmark: _Toc162071946]ファンデルステーンと『タンタンマガジン』
ファンデルステーンが『タンタン』のアートディレクターエルジェから『タンタンマガジン』への参加を呼びかけられたとき、彼はすでにフランダースでの名声を得ていました。新聞連載を続けながら彼は、1948年から1959年に渡って8本の『ススカとウィスカ』作品を『タンタン』のために制作しました。エルジェからのリクエストで、彼は自分のキャラクターを『タンタン』色に塗りかえました。『タンタン』に掲載された作品群は、全ファンデルステーン作品の中でも最高点に位置するものです。
[bookmark: _Toc162071947]ファンデルステーンスタジオ
ファンデルステーンは生まれながらの語り手で、「描けるよりも多くのアイデアを持つ」アーティストでした。ストーリー、キャラクター、そしてシリーズの枠を広げるため、1951年、彼は共同制作者を擁してスタジオを設立しました。そのようにして彼が世に生みだした作品はBessy and Judi(1952)、 De Rode Ridder(1959)、  Jerom(1960)、 Pats(1962)、 Karl May(1963)、 Biggles(1965)、Safari(1969)、Robert en Bertrand(1972)、 Tits(1974)などなど、最後のシリーズThe Geuzenに辿り着くまでに恐ろしく長いリストが出来上がります。ファンデルステーンは脚本と鉛筆スケッチは自分が手がけることをポリシーとしていましたが、数冊のアルバム制作後には共同制作者にその作業を信任するようにもなりました。
[bookmark: _Toc162071948]
 (
©
)タイムマシーン: 歴史と社会風刺
[image: Photo 083]ファンデルステーンは歴史上の出来事を作品設定に使うことを好みました。特にひいきの時代は中世と16世紀で、またベルエポックにも大きな関心があったようです。ここで重要なのは、歴史上の事柄を時事問題にも絡めた作品づくりをしていたということです。

[bookmark: _Toc162071949]マルク・スレーン(Marc Sleen)
本名マルク・ネールス(Marc Neels)
1922 ゲントブルージュ −
風刺画家としてのデビュー後、スレーンは1944年12月24日、フランダースの日刊紙Ons Volkに初めての漫画作品を制作しました。彼の漫画は急成長を遂げ、40年代にはたったひとりで5、6本の連載を新聞・雑誌にかけもちするようになりました。彼が大きな成功と名声を得るきっかけとなったシリーズNeroの連載は、1947年4月3日、雑誌De Nieuwe Gidsでスタートしました。
[bookmark: _Toc162071950]Nero以前
マルク・スレーンは漫画家としてだけでなく造形芸術家としても優れた才能を発揮し、ペルメーク(Permeke)風の絵や街の絵など、絵画制作もしていました。また彼はその風刺画家としての才能をいかんなく発揮し、時事風刺漫画ジャンルの最高峰のひとつであるツール・ド・フランスのイラストレーションレポートを手がけたこともあります。
[bookmark: _Toc162071951]Neroだけではない！
 (
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)[image: image53.jpg]1944年に漫画制作を開始してすぐ、スレーンはまたたくまに数々のシリーズを手がけることになりました。その親しみやすいユーモア、群を抜いて新鮮なスタイル、鋭い切り口は、ジャン・ポル(Jean-pol)やヒュレー(Hurey)といった漫画家に多大な影響を与えました。スレーンはごくありふれた一般市民を描き出すことを好み、真の意味での「ヒーロー」が彼の作品に登場したことはありません。
[bookmark: _Toc162071952]Neroのビッグファミリー
Neroにはスレーン作品を特徴づける生き生きとしたキャラクターが数多く登場してきました。Neroファミリーや悪名高いPheipファミリーの他、実にたくさんの深みのあるキャラクターたちが生み出されました。『ススカとウィスカ』と並んで、Neroはフランダースを代表する漫画作品です。
[bookmark: _Toc162071953]パロディーとファンタジー
スレーン作品がユーモア性に富んでいるということは、彼の漫画を一度でも読んだことがある人ならご存知でしょう。彼の想像力には際限がありません。ナンセンス、シットコム、隠された笑いなど、あらゆる種類のユーモアがあちらこちらに散りばめられています。
[bookmark: _Toc162071954]自然
マルク・スレーンはまた、Allemaal Beestjes(フランダース版Natural World)やその他作品に見られるように、その自然への深い愛についても知られています。SafariにおいてもNeroにおいても、動物について語ることなしにスレーンを語ることはできません。

[bookmark: _Toc162071955]マウリス・ティリュー(Maurice Tillieux)
1922 ヒュイ(Huy)— 1978
ティリューは1945年から様々なペンネームのもとで多くの漫画を生みだしましたが、次第にミステリーとユーモアに専念するようになりました。かの有名なキャラクターFelixが登場したのは1949年、ヒーローものの作品中においてでした。これが1956年9月20日から『スピルー』誌上で連載開始となったGil Jourdanの原型となりました。このサスペンスとユーモアに満ちた雰囲気溢れる作品の原作は、今では推理漫画のクラシックのひとつに数えられるものです。60年代の終わり頃、ティリューは自分で作画することをやめ、『スピルー』の漫画家たちに原作を提供するようになりました。彼はまた刑事もの小説や絵本の作家でもあります。
[bookmark: _Toc162071956]1949-1956: Felix
 (
©
)Felixはティリューの最初の代表作です。力強いストーリー、荒っぽいアクション、鋭いセリフまわし、そして自信に満ちた美しい女性キャラクター達…。この刑事シリーズはすぐに(当時の基準で言うところの)大人向けコミックへと発展していきました。
[bookmark: _Toc162071957]1956-1969: Gil Jourdan
Gil JourdanはTillieux漫画の決定版となったシリーズです。この作品はあらゆる点においてFelixの延長線上にあります。44ページからなるアルバムは雰囲気を創出するのに十分な空間であり、この作品においては雰囲気がストーリーと同じくらい重要なものとなっています。

[bookmark: _Toc162071958]ボブ・ド・モール (Bob De Moor)
1925 アントワープ ー 1992
エルジェの主要共同制作者を30年間務めたことの他に、ド・モールは自身も天才的な漫画家でした。歴史冒険もの、ギャグ、ユーモアにサスペンス、パロディと何でも器用にこなし、またどんなスタイルでも(レアリズム、風刺画、はっきりとした輪かく線の使用)自分のものにすることができました。その貪欲なまでの仕事への情熱と際限のない想像力で、日刊紙での漫画連載、『タンタン』での歴史ものシリーズの執筆、果てはアニメーションスタジオBelvision  Studiosでのアニメ製作など、多種多様なことを同時に手がけたのでした。
[image: Photo 090]1951年、ド・モールは東インド会社をテーマにした漫画を制作しました。彼が好んで描くモティーフの全て − 冒険、海、航海船、黄金時代、コリ(Cori)という名のこども船乗り − がこの作品中に見られます。この読み切り作品は25年後にシリーズ化されることになります。しかし彼の歴史漫画の才能が真の意味で開花したのは、De Leeuw van Vlaanderenを始めとする作品を『タンタン』に執筆し出した頃からでした。

[bookmark: _Toc162071959]『タンタンマガジン』(Le journal de Tintin)
[image: Couverture du premier numéro de Tintin]1946年9月26日、『タンタン』の誕生です。エルジェと共に雑誌を作るのは出版者レイ・ルブロンにとって大きな喜びでした。ルブロンは当時「三銃士」と呼ばれたヤコブズ、ラウディ(Laudy)、キュヴェリエ(Cuvelier)にも創刊号への執筆を依頼しました。7歳から77歳に渡る世代の読者を獲得するため、『タンタンマガジン』はエルジュのアート監修のもと、若い漫画家たち − W. ファンデルステーン、J. マルタン(J.Martin)、B. ド・モール、A. ワインベルグ(A.Weinberg)、R. レディング(R.reding)、F. クラーンハルス(F.Craenhals)らを暖かく迎え入れました。世界中の読者の期待に応えるため、新しいアーティストの波が到来したのでした。ライバル誌『スピルー』と共に、『タンタンマガジン』が40年以上に渡って数え切れないほどの漫画ヒーローを世に送り出したのは想像に難くありません。

[bookmark: _Toc162071960]アンドレ・フランカン(André Franquin)
1924 エッテルベーク(Etterbeek)− 1997
フランカンは − 彼自身は否定するかもしれませんが − くっきりした輪かく線を使用しないという漫画界に起こった潮流のリーダー的存在でした。多くの著名な漫画家たちが「フランカンのように描く」ことを試みてきました。ジジェの尽力で彼は漫画『スピルー』を手がけるようになりました。キャラクターたちを手放したときにも、彼は1946年から1969年にかけての彼のシリーズに忠実でした。フランカンは『ガストン』(Gaston)の、またIdées Noiresの著者でもあります。後者はブラックジョーク作品で、初めはLe Trombone Illustréに、後にFluide Blacialに掲載されました。
[bookmark: _Toc162071961]Spirou et Fantasio
23年間の漫画制作期間を通じて、フランカン『スピルー』の存在は第9の芸術の歴史の中で非常に重要な位置を占めています。これは彼の漫画への熱い思いと新しいキャラクターを創造する力のたまものです。おかしな発明品を作り、詩を詠み、ボロボロの城に住むシャンピニャック伯爵(the Count of Champignac)などは数あるフランカンキャラクターのほんの一例です。
[bookmark: _Toc162071962]ガストン・ラガッフェ(Gaston Lagaffe)
ある日フランカンは、当時の漫画界では革命的とも言えるアイデアを持って『スピルー』オフィスに入りました。そのアイデアとは、それまでの漫画にはなかった滑稽で奇抜で間の抜けた、「任務」を持たない主人公を創出するというものでした。連載当初、『ガストン』はただ『スピルー』のページ数を埋め合わせるだけのものでしたが、この新しいタイプのヒーローはいつしか人気を博し、1957年にはシリーズが開始されることになりました。
[bookmark: _Toc162071963] (
©
)[image: Photo 062]Trombone Illustré
デピュイ出版社の壁に描かれていたフランカンのモンスターは、やがて『スピルー』付録誌Le Trombone Illustré に登場することになりました。1977年にはIdées Noiresの初エピソードが掲載されました。その特異なモノクロ画スタイルと内容は、フランカンの人生と仕事にとって大きな転換点となりました。



[bookmark: _Toc162071964]ジャック・マルタン(Jacques Martin)
1922ストラスブール −
ベルギー漫画に特徴のはっきりした輪かく線の使用を試みた最初のひとりであるマルタンは、紛れもなく歴史漫画の大巨匠です。1948年『タンタン』に登場した彼の代表的キャラクターAlexは、シーザー時代に生きるガリア系ローマ人です。このシリーズにはマルタンの古代ローマへの関心が如実に現れています。彼の歴史と文学に関する博識と古典的描画スタイル、建築物の見事な作画は、Alexを世界史漫画の傑作にならしめました。物語を語る情熱に動かされたマルタンは漫画原作の執筆に集中するため、彼の二番目に重要なキャラクターLefrancを最初はボブ・ド・モールに、次にジレ・シャレ(Gilles Chaillet)に譲り渡しました。

[bookmark: _Toc162071965]モリス(Morris)
1923 コルトレイク(Kortrijk)− 2001
 (
©
)モリスは第二次世界大戦中にアニメーションスタジオでキャリアをスタートしました。また同時に1945年からはMoustiqueの共同制作にも携わっていました。彼が『ラッキー・ルーク』(Lucky Luke)を世に送り出したのは1946年、『スピルー年鑑』(Spirou Almanac)1947年[image: Photo 104]版でのことでした。1948年、モリスはジジェとフランカンに伴ってアメリカに渡りました。そこでは後に彼の脚本家となるゴシネーとの出会いがありました。『ラッキー・ルーク』は神話や西部劇に題材を取ったパロディもので、史実を核とする漫画です。明快で鋭い作画と映画的な語り口は、この作品をいつしか漫画の古典作品にならしめました。『ラッキー・ルーク』はやがて第7の芸術分野(映画)にも進出します。3つの長編漫画映画と実写映画がヨーロッパで製作され、またアメリカではハンナ・バーバラ・スタジオ(Hanna & Barbera Studios)によってテレビアニメ化されました。

[bookmark: _Toc162071966]ポール・キュヴェリエ(Paul Cuvelier)
1923 モンス(Mons)− 1987
幼少の頃からキュヴェリエは、絵を描くことに対して並外れた情熱を持っていました。思春期の頃には自分の弟のために、少しずつ絵をつけながらストーリーを作って聞かせるというような遊びをしていました。そのようにして後、Corentin Feldoeが誕生しました。1945年、彼は何点かの作品を抱えてエルジェに会いに行きます。キュヴェリエの作品に惹かれたエルジェは助言を与えることこそ拒みつつも、彼に漫画の世界に足を踏み入れるよう勧めたのでした。一年後、名誉なことにポール・キュヴェリエは『タンタン』を世に送り出す準備をしていたチームの一員として招かれたのでした。まもなく彼はCorentinストーリーを漫画作品にしようと試みましたが、すぐに漫画の作画は彼が本当に求めていることを満たしてくれる芸術形態ではないと悟ります。しかし彼には漫画以外の芸術活動に費やす時間がありませんでした。後に彼はドローイング、絵画、彫刻などの創作活動に身を捧げるため、モンスにアートスタジオを開きました。

[bookmark: _Toc162071967]ヴィクトル・ウビノン(Victor Hubinon)
1924 アングリュール(Angleur)− 1979
 (
©
)[image: Centre Belge de la BD (15)]1947年、ウビノンは脚本家ジャン＝ミッシェル・シャルリエ(Jean-Michel Charlier)とBuck Danny を『スピルー』誌に共作しました。Buck Dannyは第二次世界大戦から現代を舞台にしたアメリカ空軍パイロットについてのヒーロー漫画で、アルバムは全40冊に達しました。その政治の現実と深い関わりを持つ内容によって、「時代の精神」に満ち溢れた作品となっています。極めて緻密なドキュメンタリー性と、それを強調するかのようなほとんど細密画とも言える作画スタイルによって、このシリーズはやがてそのジャンルにおけるクラシック作品となりました。ウビノンはまた18世紀を舞台にしたBarbe-Rougeの漫画家でもあります。これもまたシェルリエの脚本によるものです。うってかわって『ブロンダンとシラージュ』、Fifi and Pistolinなどのユーモア漫画には、ウビノンの全く別な側面が見られます。しかしながら『ブロンダンとシラージュ』のLes Nouvelles Aventures de Blondin et Cirageでは、キャラクターの生みの親であるジジェのタッチをなぞらなくてはならなかったため、ウビノンのユーモア漫画家としての才能がいかんなく発揮されているとは言えません。ゴシネーと共同制作したPistolinは、彼に彼自身のスタイルを発展させる機会を与えるものでした。
[bookmark: _Toc162071968]ティベ(Tibet)
1931マルセイユ − 1949 
年、ティベはHeroïc-Albumsの紙上でDave o'Flynnという作品でデビューを飾りました。これはアメリカの刑事ものにインスパイアされたハードボイルド漫画です。それから2年後、彼は『タンタン』制作メンバーに加わります。エルジェの画線の影響はティベの作品に明確に現れていますが、ティベの線はそこにゆるやかさが加わり、彼の優れたユーモアセンスと共に特筆に値するものです。動物漫画Chick Billはもともと漫画本として制作されたものですが、やがて『タンタン』誌の弟分Ons Volkskeの紙面に登場することになります。それから35年後には、Chick Billは60以上もの愉快な冒険を経験していたのでした。
1955年、A.P. デュシャトー(A.P.Duchateau)との共著でRic Hochetがスタートします。Ric Hochetはレアリズムの手法に則った警察シリーズで、その主人公はこれまでに50の奇妙な事件調査に送りこまれてきました。ティベはまた風刺画でもよく知られています。

[bookmark: _Toc162071969]マシェロ(Macherot)
1924 ヴェルヴィエ(Verviers)−
マシェロはベルギーの動物漫画の巨匠です。代表作にChlorophileとSibyllineがあります。前者は1953年に『タンタン』、後者は1965年『スピルー』に掲載されました。ヤマネのChloroと野ネズミSibyllineの冒険物語の舞台は主に田舎です。友達(カラス、リス、兎、カワウソ…)を人間の侵入者やドブネズミや食いしん坊のテンから守ったり、また町や人間化した動物が住むという王国Croquefredouilleへの冒険に旅立ったりします。マシェロはこの王国について語ることを通して、文明風刺も行っています。
グレッグ(Greg)の脚本への協力を得て、マシェロは1959年、『タンタンマガジン』のためにColonel Cliftonを制作しました。主人公Cliftonは大佐であり、ボーイスカウトのリーダーであり、刑事であり、ときとしてスパイであり、葉巻の帯のコレクターでもある生粋の英国人です。
[bookmark: _Toc162071970]ローバ (Roba)
1930 ブリュッセル − 2006
ローバはファミリーもの漫画Boule et Billの著者で、その作品の初出は1959年12月2日の『スピルー』誌上、ほんの一コマでした。1960年からは毎週1ページのギャグ漫画を連載するようになります。その柔和で詩的なユーモアと華麗な筆さばきは、漫画への使用にうってつけでした。
1962年、続けてローバはLa Ribambelleの連載をスタートします。これは彼の特徴であるユーモアと雰囲気を持ったアドベンチャーシリーズで、こどもクラブが奇想天外な冒険をするといった類のものです。しかしこのシリーズの終了後、ローバは再びBoule et Billの執筆に専念するようになります。

[bookmark: _Toc162071971]ペヨ (Peyo)
1928 ブリュッセル − 1992
ペヨは1952年、詩的な中世物語シリーズJohan et Pirlouitで『スピルー』からデビューしました。『スマーフ』(The Smurfs)の初登場は1958年、Johan et Pirlouitの作品中でしたが、この青色をした小人たちの物語が独立したシリーズに発展するまでにそう時間はかかりませんでした。長編アニメ映画化やテレビアニメ化のおかげで、ペヨのドローイングペンとデルポルトのタイプライターから生み出される素晴らしい世界は、世界中に知られるようになりました。
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